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本会では、「水土里情報システム」の運用・管理を平成２３年９月
より開始し、現在、県内の農業関係機関に広く GIS システムをご利
用いただいております。

２．「水土里情報システム」とは

３．「水土里情報システム」の活用
本会が提供する「水土里情報システム」には、基図となる「農地

筆図（公図）」「耕区図」が既に整備されています。
利用団体が独自に保有する農地や施設の情報を各利用団体毎の目

的に合わせてシステムに登録し、編集、個別属性の付加等を行うこ
とによって、地図情報の表示・印刷や台帳情報の検索・分析結果を
導き出すことができ、農地集積、営農指導、施設管理等の基礎資料
作成への利用が期待されます。

４．サポート体制
「水土里情報システム」の操作にあっては、電話、メールでのサ

ポートはもちろんのこと、利用団体、もしくは利用を検討中の農業
関係機関を対象に、「水土里情報システム研修会」を月１回のペース
で開催しており、これまで多くの方にご参加いただいております。

今後も引き続き、研修会を開催し、利用の拡大、操作の向上を図
ってまいります。

また、水土里情報の活用促進を図るため、全国各地における利活
用事例を紹介する「ニューズ・レター」を平成２４年７月より発行
しておりますので、利活用のヒントとしてお役立てください。

「ニューズ・レター」は下記ホームページにて公開中です。
（URL : http://www.aodoren.or.jp/midori_information.html）

GIS（地理情報システム）とは、地図データをレイヤ管理（画像を
セル画のように重ねて使うことができる機能）し、情報を表示・編
集を行ったり、検索・分析する地図システムのことです。

「水土里情報システム」は Web 型の GIS を採用しており、PC に
ソフトウェアをインストールする必要がなく、インターネット環境
さえ整っていればすぐに利用できるクラウドサービスです。

「水土里情報システム」で取り扱う GIS データは農地筆図（公図）・
耕区図、航空写真、衛星写真、国土地理院地図、農業用水利施設等
多岐にわたり、農地筆図・耕区図には地番や地積、地目などの基礎
情報が属性情報として既に整備済みですから、利用団体が別途地図
データを準備する必要がありません。

 ＜「水土里情報システム」を活用した

        「青天の霹靂」栽培指導管理＞

（上段）：作付圃場に耕作者名を表示

（下段）：ほ場毎に収穫適期を日付で色分け表示

作付ほ場の必要な情報を瞬時に切替え可能。

関係者で情報を共有し、営農指導に活用。

  特 A 等米の品質維持に役立てている。

「水土里情報システム」のご紹介
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５．活用事例 

 ＜活用事例①＞ 土地改良区が管理する「土地原簿」の情報をシステムに格納し更新・管理 

 ＜活用事例②＞ 畑作物の作付状況をデジタルマッピングし、輪作体系をシステム化 

＜活用事例③＞ 土地改良区の水利施設を「水土里情報システム」で一元管理 

 上記の他にも「維持管理計画書」の再整備にあわせ、管理施設を地図化、諸元等を属性化して管理すると
ともに、施設に関連する図面（平面図、縦横断図、構造図等）を PDF 化しシステム上で管理が可能です。 
 また、今般の土地改良法改正に伴う「資産評価データ整備」に併せて管理施設を地図化し、システム上で
管理することも可能となります。 

 これまで受益地内における、畑作物の作付状況に
ついては、毎年春秋２回にわたり土地改良区職員が
図面に手書きで作物名を書き込み、紙図面での管理
をおこなっていました。 
 「水土里情報システム」を活用することにより、
年度ごと、期別ごと、ほ場ごとに耕作者、作物名な
どを属性化、更に作物ごとの色分け表示、作付状況
が一目瞭然となりました。 
 加えて、過年度の作付情報についても表示パター
ン化することにより、地域の合理的な輪作体系シス
テムの構築に活用しています。 
 

お問合せ先： 〒０３０－０８０２ 青森県青森市本町二丁目６番１９号 
       青森県土地改良事業団体連合会（水土里ネット青森） 管理指導部 水土里情報推進グループ（喜多山） 
       電 話：０１７－７２３－２４０６ 
       メール：midori-gis@aodoren.or.jp ホームページ：http://www.aodoren.or.jp/midori_information.html 

 土地改良区が管理・所有する「土地原簿」に記載
されるすべての情報（組合員コード、組合員氏名、
住所、生年月日、面積情報、地目、権利関係など）
について属性化、「水土里情報システム」に同梱され
る農地筆図（公図）と突合することにより、地図情
報と連動して管理。変更の際は、その都度、簡単な
作業で職員自ら更新が可能となります。 
 また、システムの「高精度印刷機能」を使用する
ことで、古くなった受益地の紙図面を刷新し、業務
の効率化、簡素化に役立てています。 
 

 既にサポートが終了した「農地流動化システム」
で管理していた水利施設（用排水路、分水工、頭首
工など）の情報を「水土里情報システム」にデータ
移行。 
 これまでの位置情報、各種諸元に加え、施設の現
況写真、図面等を「水土里情報システム」上で一元
管理し、施設台帳の管理が可能となります。 
 また、施設の現況写真、図面等関連データはすべ
てクラウド上に保存されているため、場所を選ばず
同じデータにタブレット上からもアクセス可能と
なり利便性の向上につながっています。 
 


